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総合的な学習の時間における評価を行うに当たって

評価の観点については、学習指導要領に示す総合的な学習の時間の目標を踏まえ、各学校において具体的に定めた目標、内容
に基づいて別紙４を参考に定める。 （平成31年３月29日付け文部科学省通知より）

文部科学省通知 別紙４ Ｐ30

・学習指導要領が定める目標を踏まえて各
学校が目標や内容を設定するという総合
的な学習の時間の特質から、各学校が観
点を設定するという枠組みが維持されて
いる。

・各学校において定める目標と内容には、
三つの柱に沿った資質・能力が明示され
ることになる。

・資質・能力の三つの柱で再整理した新学
習指導要領の下での指導と評価の一体化
を推進するためにも、評価の観点につい
てこれらの資質・能力に関わる「知識・
技能」、「思考・判断・表現」、「主体
的に学習に取り組む態度」の３観点に整
理し示された。

※指導要録については、これまでどおり、
実施した「学習活動」、「評価の観点」、
「評価」の三つの欄で構成し、その児童
生徒のよさや成長の様子など顕著な事項
を文章で記述することが考えられる。



「内容のまとまりごとの評価規準」作成の基本的な手順

①各学校において定めた目標と「評価の観点及びその趣旨」を確認する。

②各学校において定めた内容の記述（「内容のまとまり」として探究課題ご
とに作成した「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能
力」）が、観点ごとにどのように整理されているかを確認する。

③「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。



各学校において定める目標の設定例

〔設定例〕

探究的な見方・考え方を働かせ、地域の人、もの、こと
に関わる総合的な学習を通して、目的や根拠を明らかにし

ながら課題を解決し、自己の生き方を考えることができる

ようにするために、以下の資質・能力を育成する。
(1) 地域の人、もの、ことに関わる探究的な学習の過程に

おいて、課題の解決に必要な知識及び技能を身に付ける

とともに、地域の特徴やよさに気付き、それらが人々の
努力や工夫によって支えられていることに気付く。

(2) 地域の人、もの、ことの中から問いを見いだし、その

解決に向けて仮説を立てたり、調査して得た情報を基に
考えたりする力を身に付けるとともに、考えたことを、

根拠を明らかにしてまとめ・表現する力を身に付ける。

(3) 地域の人、もの、ことについての探究的な学習に主体
的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしな

がら、持続可能な社会を実現するための行動の仕方を考

え、自ら社会に参画しようとする態度を育てる。

学習指導要領 総合的な学習の時間

第２の１
各学校においては、第１の目標を踏まえ、各学校の総合的な

学習の時間の目標を定める。

第２の３(1)
各学校において定める目標については、各学校における教育

目標を踏まえ、総合的な学習の時間を通して育成を目指す資

質・能力を示すこと。

※具体的には、第１の目標の構成に従って次の２点を踏まえる。

①「探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習
を行うことを通すこと」、「よりよく課題を解決し、自己

の生き方を考えていくための資質・能力を育成すること」

という、目標に示された二つの基本的な考え方を踏襲する。
②育成を目指す資質・能力については、「育成すべき資質・

能力の三つの柱」のそれぞれについて、第１の目標の趣旨

を踏まえる。

各学校が取り組んできたこれまでの経験を生かし、各目標の

要素のいずれかを具体化したり、重点化したり、別の要素を付
け加えたりして目標を設定することが考えられる。



「内容のまとまりごとの評価規準」作成の基本的な手順
①各学校において定めた目標と「評価の観点及びその趣旨」を確認する。

学校において定めた総合的な学習の時間の目標（例）

「知識・技能」の観点の趣旨

学校において定めた目標のうち、(1)の文末
を「～について理解している」、「～を身に付

けている」などとして設定することが考えられ

る。

「思考・判断・表現」の観点の趣旨

学校において定めた目標のうち、(2)の文末
を「～している」として設定することが考えら

れる。

「主体的に学習に取り組む態度」の観点の趣旨

学校において定めた目標のうち、(3)の文末

を「～しようとしている」として設定すること
が考えられる。



各学校において定める内容の設定

学習指導要領 総合的な学習の時間

第２の２

各学校においては、第１の目標を踏まえ、

各学校の総合的な学習の時間の内容を定める。

第２の３(4)

各学校において定める内容については、目

標を実現するにふさわしい探究課題、探究課

題の解決を通して育成を目指す具体的な資

質・能力を示すこと。
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「内容のまとまりごとの評価規準」作成の基本的な手順

②各学校において定めた内容の記述（「内容のまとまり」として探究課題ごとに作成した「探究課題の解決を通し
て育成を目指す具体的な資質・能力」）が、観点ごとにどのように整理されているかを確認する。

内容のまとまり（例）
※総合的な学習の時間における「内容のまとま

り」とは、一つ一つの探究課題とその探究課

題に応じて定めた具体的な資質・能力

※「内容のまとまりごとの評価規準」を作成す

る際のポイント

・それぞれの文末を次のようにする。

（知識・技能）

「理解する」→「理解している」

（思考・判断・表現）

「できる」→「している」

（主体的に学習に取り組む態度）

「しようとする」→「しようとしている」



「内容のまとまりごとの評価規準」作成の基本的な手順

内容のまとまりごとの評価規準（例）

※「内容のまとまりごとの評価規準」を作成す

る際のポイント

・それぞれの文末を次のようにする。

（知識・技能）

「理解する」→「理解している」

（思考・判断・表現）

「できる」→「している」

（主体的に学習に取り組む態度）

「しようとする」→「しようとしている」

③ 「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。



育成を目指す資質・能力を踏まえた「単元の目標」「単元の評価規準」の作成の手順

①「内容のまとまり」をもとに、単元全体を見通して、単元の目標を作成する。

②「内容のまとまりごとの評価規準」をもとに、具体的な学習活動から目指す
べき学習状況としての児童生徒の姿を想定し、単元の評価規準を作成する。



育成を目指す資質・能力を踏まえた「単元の目標」「単元の評価規準」の作成の手順

①「内容のまとまり」をもとに、単元全体を見通して、単元の目標を作成する。

〔単元の目標〕
みどり川の自然環境に関わったり環境の保全に向けた取組を行ったりすることを通して、

多様な生物が周辺の環境と関わって生きていることを理解し、持続可能な視点から自然環境
の在り方について考えるとともに、自らの生活や行動に生かすことができるようにする。

内
容
の
ま
と
ま
り

この例では、以下の４つの要素を構造的に
配列して作成
・探究課題を踏まえた単元において中心とな
る学習対象や学習活動

（～を通して）
・単元において重視する「知識及び技能」

（～を理解し）
・単元において重視する「思考力、判断力、
表現力等」

（～について考える）
・単元において重視する「学びに向かう力、
人間性等」

（～に生かす）



育成を目指す資質・能力を踏まえた「単元の目標」「単元の評価規準」の作成の手順

②「内容のまとまりごとの評価規準」をもとに、具体的な学習活動から目指すべき学習状況としての児童生徒の姿
を想定し、単元の評価規準を作成する。



「単元の評価規準（知識・技能）」作成のポイント

（１）知識・技能

「知識・技能」の観点については、

①概念的な知識の獲得

②自在に活用することが可能な技能の獲得

③探究的な学習のよさの理解

の三つに関する評価規準を作成することが考えられる。

②技能が特定の場面や状況だけではなく、日常の様々な場面や状況で活用可能な技能として
身に付いているか、具体的には技能がいつでも、滑らかに、安定して、素早く行われてい
るなどの児童生徒の姿を評価規準として設定することが考えられる。ほかにも例えば、
「ウェブサイトから、検索ソフトを使って、短い時間にたくさんの情報を収集してい
る。」などとして評価規準を設定することが考えられる。

③探究的な学習のよさの理解として、資質・能力の変容を自覚すること、学習対象に対する
認識が高まること、学習が生活とつながることなどを、探究的に学習してきたことと結び
付けて理解しているなどの児童生徒の姿を評価規準として設定することが考えられる。こ
こでは、学習と生活とのつながりの理解として評価規準を設定している。

①事実に関する知識を関連付けて構造化し、統合された概念的な知識を獲得している児童生
徒の姿を評価規準として設定することが考えられる。ここでは、相互性に関する概念的な
知識の獲得として評価規準を設定している。



「単元の評価規準（思考・判断・表現）」作成のポイント

（２）思考・判断・表現

「思考・判断・表現」の観点については、

「①課題の設定」、「②情報の収集」、「③整理・分析」、「④まとめ・表現」

の過程で育成される資質・能力を児童生徒の姿として示して、評価規準を作成することが

考えられる。

④「まとめ・表現」については、例えば、
・相手や目的に応じて効果的な表現をする
・学習を振り返り、自己の成長を自覚し、学習や生活に生かす
などの視点による設定が考えられる。

③「整理・分析」については、例えば、
・異なる情報の共通点や差異点を見付け、関係や傾向を明らかにする
・事象を比較したり関連付けたりして、確かな理由や根拠をもつ
などの視点による設定が考えられる。

②「情報の収集」については、例えば、
・情報を効率的に収集する手段を選択する
・必要な情報を多様な方法で収集し、種類に合わせて蓄積する
などの視点による設定が考えられる。

①「課題の設定」については、例えば、
・複雑な問題状況の中から課題を発見し設定する
・解決の方法や手順を考え、確かな見通しをもって計画を立てる
などの視点による設定が考えられる。



「単元の評価規準（主体的に学習に取り組む態度）」作成のポイント

（３）主体的に学習に取り組む態度

③「将来展望・社会参画」については、例えば、
・自己の生き方を考え、夢や希望をもち続ける
・実社会や実生活の問題の解決に、自分のこととして取り組む
などの視点による設定が考えられる。

「主体的に学習に取り組む態度」の観点については、「粘り強さ」や「学習の調整」を重視するこ

ととしている。これらは、

・自他を尊重する「①自己理解・他者理解」

・自ら取り組んだり力を合わせたりする「②主体性・協働性」

・未来に向かって継続的に社会に関わろうとする「③将来展望・社会参画」

などについて育成される資質・能力を児童生徒の姿として示して、評価規準を作成することが考え

られる。

②「主体性・協働性」については、例えば、
・自分の意思で目標に向かって課題の解決に取り組む
・自他のよさを生かしながら協力して問題の解決に取り組む
などの視点による設定が考えられる。

①「自己理解・他者理解」については、例えば、
・自分の生活を見直し、自分の特徴やよさを理解しようとする
・異なる意見や他者の考えを受け入れて尊重しようとする
などの視点による設定が考えられる。



事例１ 多文化共生への一歩！～ラップで心の距離を縮めよう～（第６学年）



事例１ 多文化共生への一歩！～ラップで心の距離を縮めよう～（第６学年）

※単元の評価規準の指導計画への位置付けについては、総括的な評価を行うためにも、児童生徒の姿となって表れやすい場面、
全ての児童生徒を見取りやすい場面を選定することが重要である。

学習評価については、日々の授業の中で児童生徒の学習状況を適宜把握して指導の改善に生かすことに重点を置くことが重
要であること。したがって観点別学習状況の評価の記録に用いる評価については、毎回の授業ではなく原則として単元や題材
など内容や時間のまとまりごとに、それぞれの実現状況を把握できる段階で行うなど、その場面を精選することが重要である
こと。 （平成31年３月29日付け文部科学省通知より）


